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今
年
も
大
雪
と
な
り
、
境
内
の
雪
は
、
四
月

ま
で
残
り
そ
う
で
す
。

　

今
年
一
年
の
宗
務
所
の
行
事
、
並
び
に
、
中

嶋
英
教
上
人
、
第
三
十
三
回
忌
法
要
、
春
彼
岸
会
、

四
月
の
鬼
子
母
神
大
祭
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。　

　

平
成
二
十
四
年
度　

　

日
蓮
宗
北
部
宗
務
所
行
事
予
定

　

第
四
十
四
回
護
法
大
会

　

日
時
：
四
月
二
十
九
日
（
日
）
十
時
〜

　

会
場
：
豊
岡
市　

勝
妙
寺

　

参
加
要
請
地
区
：
日
場
以
東

　

教
師
・
寺
庭
夫
人
会
・
檀
信
徒
研
修
会

　

日
時
：
五
月
二
十
七
日
（
日
）
午
前
十
時

　

会
場
：
豊
岡
市　

立
正
寺

　

寺
院

・
檀
信
徒
協
議
会

　

日
時
：
五
月
二
十
七
日
（
日
）
午
後
一
時

　

会
場
：
豊
岡
市　

立
正
寺

　

但
馬
信
行
会

　

日
時
：
九
月
三
〇
日
（
日
）　

十
時
〜

　

会
場
：
豊
岡
市
日
高
町　

妙
福
寺

　

参
加
要
請
地
区
：
畑
山
以
西　

  

歳
末
助
け
合
い 

唱
題
行
脚

　

日
時
：
十
一
月
二
十
四
日
（
土
）
午
後
二
時

　

場
所
：
赤
花　

法
華
寺

	

　

詳
細
は
後
日
決
定

　

中
嶋
英
教
上
人 

第
三
十
三
回
忌
法
要

　
　
　

並
び
に 

春
季
彼
岸
法
要

　

日
時
：
三
月
二
十
日
（
火
） 

十
時
〜

	

十
時
〜
中
嶋
英
教
上
人
第
三
十
三
回
忌
法
要　

　
　
　
　
　
　

引
き
続
き 

春
季
彼
岸
法
要

　

＊
食
事
を
用
意
い
た
し
ま
す
の
で
、
地
区
役
員
さ
ん

　
　

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
出
席
人
数
の
確
認
を
、
三

　
　

月
十
一
日
（
日
）
ま
で
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

＊
年
頭
に
お
配
り
い
た
し
ま
し
た
暦
に
は
、
春
季
彼

　
　

岸
法
要
の
日
時
は
、
三
月
二
十
日
、
午
後
二
時
か

　
　

ら
、
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
右
記
の
通
り
変
更
い

　
　

た
し
ま
す
。

　

＊
彼
岸
袋
の
無
い
方
は
、
買
い
物
袋
に
お
彼
岸
米
を

　

入
れ
て
、
お
供
え
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
あ
り
が
た

　

い
で
す
。

　

平
成
二
十
四
年
鬼
子
母
神
大
祭
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

四
月
十
五
日
（
日
）

　

＊ 

お
み
が
き
講　

午
前
八
時
〜

　
　

上
組
（
日
場
以
東
）
担
当

　

＊ 

鬼
子
母
神
参
道
、
滝
道
な
ど
の
整
備
（
役
員
）

　

＊ 
鬼
子
母
神
小
旗
・
立
て
看
板
設
置
（
役
員
）

　

四
月
二
十
日
（
金
）

　

＊ 

準
備　

午
後
一
時
〜　

　
　

上
地
区
担
当

　

四
月
二
十
一
日
（
土
）
（
上
地
区
）

　

四
月
二
十
二
日
（
日
）
（
下
地
区
）

　

四
月
二
十
三
日
（
月
）

　

＊
後
片
付
け　

午
前
八
時
〜　

　
　

下
地
区
担
当

	

役
割
表
等
、
後
日
配
布

　

　　

神
輿
再
興
基
金
勧
募

　

江
戸
時
代
当
初
、
赤
花
に
法
華
寺
が

建
立
さ
れ
て
か
ら
ま
も
な
く
し
て
、
神

龍
山
山
頂
に
法
華
寺
の
御
守
護
善
神
と

し
て
鬼
子
母
神
が
お
祀
り
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

以
来
、
三
五
〇
年
以
上
の
も
の
間
、

毎
年
四
月
に
、
鬼
子
母
神
の
御
神
体
を

山
頂
よ
り
法
華
寺
本
堂
に
遷
し
て
大
祭

を
厳
修
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
さ
い
、
神
龍
山
山
頂
に
奉
安
さ

れ
て
お
り
ま
す
鬼
子
母
神
の
御
神
体
の

送
り
迎
え
に
、
旧
鳥
居
場
ま
で
、
神
輿

が
用
い
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
様
々

な
理
由
で
、
神
輿
に
よ
る
送
り
迎
え
が

途
絶
え
て
か
ら
半
世
紀
以
上
に
も
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
鬼
子
母
神
信
仰
に
縁
の

あ
る
方
に
広
く
浄
財
を
求
め
、
神
輿
再

興
を
発
願
い
た
し
ま
し
た
。
皆
樣
方
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
家
庭
の
中
で
、
眠
っ

て
い
る
小
銭
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
参
り
の
際
、
ど
う
ぞ
神
輿
再
興
募
金

箱
に
、
ご
寄
付
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。



　　

本
地
久
成
の
円
仏
は
此
の
世
界
に
在
す
、

　

此
の
土
を
捨
て
て
何
れ
の
土
を
願
う
や
。

　

故
に
法
華
の
行
者
の
所
住
の
処
を
浄
土
と
想

　

ふ
べ
し
、
何
ぞ
煩
わ
し
く
他
処
を
求
め
ん
や
。

（『
守
護
国
家
論
』
一
二
五
九
年　

宗
祖 

御
年
三
十
八
歳
）

　

現
実
の
浄
土
と
は

　

お
題
目
の
信
仰
に
生
き
る
私
た
ち
の
求
め
る
浄
土

（
み
仏
の
世
界
＝
彼
岸
）　

は
、
一
体
ど
こ
に
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。　

　

日
蓮
大
聖
人
は
、
そ
ん
な
私
た
ち
の
問
い
掛
け

に
、
本
地
久
成
の
円
仏
（
み
仏
）
は
、
私
た
ち
の

住
む
此
の
世
界
（
娑
婆
世
界
＝
此
岸
）
に
こ
そ
、

居
ら
れ
る
の
だ
と
、
た
と
え
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
現
実
の
此
の
世
界
を
離
れ
て
、
「
し
あ

わ
せ
」
や
「
よ
ろ
こ
び
」
を
叶
え
る
場
所
（
浄
土
）

な
ど
無
い
こ
と
を
お
示
し
く
だ
さ
れ
た
。

　

み
仏
の
子
と
し
て
、
み
仏
の
命
を
生
き
る
私
た

ち
＝
法
華
経
の
行
者
の
所
住
の
処
（
住
所
）
が
、

そ
の
ま
ま
浄
土
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
明
言
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　

今
、
私
た
ち
が
生
き
る
此
の
世
界
は
困
難
が
多

く
、
決
し
て
楽
し
い
ば
か
り
の
日
々
で
は
な
い
。

そ
れ
故
に
、
私
た
ち
は
時
と
し
て
、
自
分
の
置
か

れ
た
立
場
や
環
境
に
目
を
つ
ぶ
り
、
あ
た
か
も
浄
土

を
他
所
に
求
め
る
如
く
に
、
現
実
逃
避
を
し
て
し
ま

う
。

　

し
か
し
、
そ
の
現
実
に
目
を
背
け
て
し
ま
っ
て
は
、

法
華
経
の
行
者
（
＝
み
仏
の
命
を
頂
戴
し
、
此
の
現

実
世
界
で
み
仏
の
は
た
ら
き
を
顕
す
者
）
は
務
ま
ら

ず
、
此
の
世
に
浄
土
を
顕
現
し
な
い
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
環

境
の
中
で
お
題
目
の
信
仰
に
生
き
る
者
が
、
今
こ
そ
、

大
き
な
円
（
円
仏
）
と
な
り
、
前
向
き
に
自
分
の
願

う
浄
土
の
姿
を
目
指
し
て
、
自
身
の
周
り
に
志
を
同

じ
く
す
る
真
の
行
者
を
募
る
の
だ
。

　

法
華
経
の
行
者
（
み
仏
の
は
た
ら
き
を
顕
す
者
）

が
住
ま
う
処
は
、
即
ち
浄
土
。

　

春
、
彼
岸
。

　

此
岸
に
彼
岸
を
引
き
寄
せ
る
、
そ
ん
な
信
仰
の
あ

り
方
が
、
私
た
ち
の
住
む
此
の
世
界
に
、
現
実
の
浄

土
を
顕
す
こ
と
を
、
心
に
刻
む
時
期
な
の
で
あ
る
。

　
　
　

（
霊
断
師
会
『
今
月
の
法
話
』
よ
り
）

　

香
奠 

｜　

お
金
を
入
れ
る
に
、
何
故
こ
う
呼
ぶ
の
か 

｜

　

通
夜
や
告
別
式
に
参
列
す
る
時
、
遺
族
に
贈
る
金
銭

や
物
品
等
を
香
典
を
い
い
、
「
香
奠
」
と
も
書
き
ま
す
。

「
香
」
は

「
お
香
」
、
「
奠
」
は

「
供
え
る
」
と
い
う
意
味
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で
す
。

　

仏
事
で
は
、
も
と
も
と
花
や
供
物
と
と
も
に
お
香
を
供

え
る
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
通
屋
や
告
別
式

に
も
お
香
を
持
参
し
て
行
っ
た
の
で
す
が
、
時
代
と
と
も

に
葬
儀
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、

現
金
を
包
む
よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

　

昔
か
ら

「
慶
事
に
は
少
な
く
、
弔
事
に
は
多
く
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
香
奠
の
場
合
に
は
多
め
の
額
を
包
む
の

が
原
則
で
す
が
、
「
故
人
が
目
上
の
時
に
は
薄
く
、
目
下

の
時
に
は
厚
く
」
と
も

「
故
人
が
一
家
の
長
や
そ
の
伴
侶

の
時
は
多
め
に
、
子
供
や
老
人
の
時
に
は
少
な
め
に
」
と

も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
香
奠
の
表
書
き
に
は

「
御
香
典
」
「
御
香
料
」

「
御
霊
前
」
な
ど
と
薄
墨
で
書
き
、
回
忌
の
法
事
の
際
に

は
、
「
御
仏
前
」
と
書
く
の
が
慣
例
で
す
。
四
十
九
日
が

明
け
る
ま
で
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
、
ま
だ
、
仏
と
な
っ

て
い
な
い
か
ら
で
す
。

　

香
奠
を
贈
ら
れ
た
遺
族
は
、
忌
み
明
け
の
挨
拶
状
と
と

も
に
、
香
奠
返
し
の
品
物
を
贈
る
の
が
一
般
的
で
す
。

　

こ
の
と
き
の
品
物
は
、
悲
し
み
を
引
き
ず
ら
な
い
よ
う

に
と
、
後
に
残
ら
な
い
お
茶
や
海
苔
な
ど
が
使
わ
れ
ま

す
。

（
飯
倉
晴
武

『
日
本
人
の
し
き
た
り
』
よ
り
）


